
（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 当連結会計年度より、「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給

付会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年

５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を適用し（ただし、退職給付会計基準第35条本文及び退職給付適

用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負

債として計上する方法に変更いたしました。

 この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が545,651千円計上されるとともに、その他の包括

利益累計額が30,764千円減少しております。

 

（表示方法の変更）

（連結貸借対照表）

 前連結会計年度において、独立掲記しておりました「流動負債」の「設備支払手形」は金額的重要性が乏しくな

ったため、当連結会計年度においては「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるた

め、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

 この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において「流動負債」の「設備支払手形」に表示していた40,674千

円は「その他」として組み替えております。

 

（連結損益計算書）

 前連結会計年度において、独立掲記しておりました「営業外費用」の「手形売却損」は金額的重要性が乏しくな

ったため、当連結会計年度においては「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるた

め、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において「営業外費用」の「手形売却損」に表示していた88千円は

「その他」として組み替えております。

 

（追加情報）

（連結決算日後の法人税等の税率の変更）

 「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年３月31日に公布され、平成26年４月１

日以後に開始する連結会計年度から復興特別法人税が課されないことになりました。これに伴い、繰延税金資産及

び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、平成26年４月1日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる

一時差異については従来の38.01％から35.64％になります。

 この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は5,450千円増加し、法人税

等調整額は5,450千円減少しております。
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 

当連結会計年度期首

株式数 

（株）

当連結会計年度 

増加株式数 

（株）

当連結会計年度 

減少株式数 

（株）

当連結会計年度末 

株式数 

（株）

 発行済株式        

   普通株式 14,090,400 － － 14,090,400

     合計 14,090,400 － － 14,090,400

 自己株式        

普通株式 570,148 － － 570,148

     合計 570,148 － － 570,148

 

２ 配当に関する事項

(1）配当金支払額

 

 

（決議）

株式の種類
配当金の総額 

（千円）
配当の原資

１株当たり 

配当額 

（円）

基準日 効力発生日

平成24年６月28日 

定時株主総会
普通株式 27,041 利益剰余金 2.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 

 

（決議）

株式の種類
配当金の総額 

（千円）
配当の原資

１株当たり 

配当額 

（円）

基準日 効力発生日

平成25年６月27日 

定時株主総会
普通株式 54,081 利益剰余金 4.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 

当連結会計年度期首

株式数 

（株）

当連結会計年度 

増加株式数 

（株）

当連結会計年度 

減少株式数 

（株）

当連結会計年度末 

株式数 

（株）

 発行済株式        

   普通株式 14,090,400 － － 14,090,400

     合計 14,090,400 － － 14,090,400

 自己株式        

普通株式 570,148 853 － 571,001

     合計 570,148 853 － 571,001

 

２ 配当に関する事項

(1）配当金支払額

 

 

（決議）

株式の種類
配当金の総額 

（千円）
配当の原資

１株当たり 

配当額 

（円）

基準日 効力発生日

平成25年６月27日 

定時株主総会
普通株式 54,081 利益剰余金 4.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 

 

（決議）

株式の種類
配当金の総額 

（千円）
配当の原資

１株当たり 

配当額 

（円）

基準日 効力発生日

平成26年６月27日 

定時株主総会
普通株式 67,597 利益剰余金 5.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日
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（セグメント情報等）

セグメント情報

１．報告セグメントの概要

当社は、セグメントを構成単位とした「耐火物等事業」、「エンジニアリング事業」、「不動産事業」の３事業

を報告セグメントとしております。

「耐火物等事業」は、黒鉛坩堝・定形耐火物及び不定形耐火物の製造販売、「エンジニアリング事業」は、各種

工業炉の設計施工及び付帯する機器類の販売、「不動産事業」は建物、駐車場賃貸、太陽光発電事業を行っており

ます。

これらの構成単位は、国内において包括的な戦略のもと事業を展開しており、それぞれ分離された財務情報が入

手可能であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。

当連結会計年度から、不動産事業の一環として豊田工場敷地の一部を有効活用し太陽光発電事業を開始したこと

に伴い、「不動産賃貸事業」を「不動産事業」の名称に変更しております。なおセグメントの名称変更によるセグ

メント情報に与える影響はありません。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、棚卸資産の評価基準を除き、「連結財務諸表作成のための

基本となる重要な事項」における記載と概ね同一であります。

棚卸資産の評価については、収益性の低下に基づく簿価切下げ前の価額で評価しております。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 
計上額 
（注）２   耐火物等 

エンジニア 
リング 

不動産事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 6,005,974 1,453,241 235,995 7,695,210 － 7,695,210 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
17,913 － － 17,913 △17,913 － 

計 6,023,887 1,453,241 235,995 7,713,123 △17,913 7,695,210 

セグメント利益 500,482 91,244 133,246 724,972 △412,871 312,101 

セグメント資産 5,596,103 42,834 1,445,931 7,084,868 2,414,558 9,499,426 

その他の項目            

減価償却費 175,218 1,305 37,047 213,570 12,357 225,927 

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
151,262 1,430 634,316 787,008 7,260 794,268 

 （注）１ 調整額は、以下のとおりであります。

   (1) セグメント利益の調整額△412,871千円は、主に報告セグメントに帰属しない本社部門の人件費及び経費

であります。

     (2) その他の項目の調整額は、親会社に係るものであります。

  ２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

  ３．有形固定資産及び無形固定資産の増加額には建設仮勘定の増加額は含まれておりません。
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当連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 
計上額 
（注）２   耐火物等 

エンジニア 
リング 

不動産事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 5,853,743 1,787,778 338,012 7,979,533 － 7,979,533

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
17,138 － － 17,138 △17,138 － 

計 5,870,881 1,787,778 338,012 7,996,671 △17,138 7,979,533

セグメント利益 391,099 201,619 159,921 752,639 △409,569 343,070

セグメント資産 5,484,645 28,262 1,361,494 6,874,401 2,512,109 9,386,510

その他の項目            

減価償却費 184,059 1,106 105,906 291,071 22,470 313,541

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
207,905 208 30,150 238,263 137,917 376,180

 （注）１ 調整額は、以下のとおりであります。

   (1) セグメント利益の調整額△409,569千円は、主に報告セグメントに帰属しない本社部門の人件費及び経費

であります。

     (2) その他の項目の調整額は、親会社に係るものであります。

  ２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

  ３．有形固定資産及び無形固定資産の増加額には建設仮勘定の増加額は含まれておりません。
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（１株当たり情報）

前連結会計年度
（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

 
１株当たり純資産額 235.59円

１株当たり当期純利益金額 21.40円
 

 
１株当たり純資産額 255.60円

１株当たり当期純利益金額 21.10円
 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式がないため、記載しておりません。

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式がないため、記載しておりません。

（注）算定上の基礎

１． １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当期純利益（千円） 289,355 285,242

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 289,355 285,242

期中平均株式数（千株） 13,520 13,520

 

２． １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 3,205,058 3,470,561

純資産の部の合計から控除する金額（千円） 19,763 15,001

（うち少数株主持分） (19,763) (15,001)

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 3,185,295 3,455,560

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の

数（千株）
13,520 13,519
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